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決
算
説
明
会
の
開
催

税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
者
や
消
費

税
課
税
事
業
者
な
ど
個
人
事
業
者
の
方

を
対
象
に
、
収
支
内
訳
書
や
青
色
決
算

書
の
書
き
方
、
消
費
税
の
計
算
方
法
、

確
定
申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
・
場
所

　
12
月
18
日
㈫　
東
金
市
中
央
公
民
館

　
12
月
20
日
㈭　
山
武
市
役
所
３
階
大

　
会
議
室

時　
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

T　
東
金
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

�
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０
４
７
５（
５
２
）３
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２
１

事
業・不
動
産
所
得
の
あ
る
皆
さ
ま
へ

�

始
め
ま
せ
ん
か
「
青
色
申
告
」

�青
色
申
告
と
は
、
一
定
の
帳
簿
書
類

を
備
え
付
け
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
正
し

い
申
告
を
す
る
方
に
、
税
制
上
有
利
な

取
扱
い
が
認
め
ら
れ
る
制
度
で
す
。

青
色
申
告
の
特
典（
主
な
も
の
）

①
青
色
申
告
特
別
控
除

②
青
色
事
業
専
従
者
給
与
の
必
要
経

費
算
入

③
純
損
失
の
繰
越
と
繰
戻
し

青
色
申
告
の
手
続
き

　
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を
、
青
色

申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
３
月
15

日
ま
で（
新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
は

開
業
し
た
日
か
ら
２
カ
月
以
内
）に
税

務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

T　
東
金
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

�
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償
却
資
産（
固
定
資
産
）を
所
有・

�

取
得
さ
れ
た
方
へ
申
告
の
お
願
い

�償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
構
築
物
・
機
械
・

工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
資
産
を
い

い
ま
す
。

償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と
同
じ

く
、
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
そ
の
事

業
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
1
月
31
日

ま
で
に
そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す（
地
方
税
法
第
３

８
３
条
）。

◆
申
告
が
必
要
と
な
る
代
表
的
な
資
産

太
陽
光
発
電
設
備

事
業
の
た
め
に
設
置
し
た
太
陽
光
発

電
設
備（
売
電
収
入
の
有
無
を
問
わ
ず
）

※
住
宅
の
屋
根
等
に
設
置
し
た
発
電
出

力
が
10
㌗
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備

も
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
用
に
供
す
る
資
産

製
造
設
備
・
店
舗

什
器
・
医
療
機
器
・

フ
ェ
ン
ス
・
看
板
・

外
構
工
事
等
。

（
い
ず
れ
も
リ
ー
ス
品

を
除
く
）

詳
し
く
は
課
税
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
課
税
課

�

☎
０
４
７
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８
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）１
２
８
２

平
成
㉙
年
度　
東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
・

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
決
算

�

税

献血にご協力をお願いします
　冬場は、体調を崩す方が多いこと等で献血者が減少してしま
います。血液を必要とする方に安定して血液をお届けするため、
ご協力をお願いします。
日　時　12月４日㈫　
　　　　午前10～11時45分・午後１～４時
場　所　成東保健福祉センター
※輸血された方のお礼のお手紙をホームページで掲載しています
Hhttp://www.city.sammu.lg.jp/kenketsu1.html
T　健康支援課　☎0475（80）1173

山武郡市環境衛生組合� （単位：円）

歳　　入 歳　　出
分担金及び負担金 600,000,000 議会費 614,185
使用料及び手数料 170,987,450 総務費 151,853,759
財産収入 15,889,816 衛生費 838,414,752
繰入金 30,000,000 公債費 0
繰越金 26,264,846 予備費 0
諸収入 5,973,148
組合債 168,700,000
合計 1,017,815,260 合計 990,882,696

問　山武郡市環境衛生組合　☎0479（86）3516

東金市外三市町清掃組合� （単位：円）

歳　　入 歳　　出
分担金及び負担金 957,673,000 議会費 465,865
財産収入 404,763 総務費 1,226,593,201
繰入金 0 諸支出金 4,763
繰越金 280,804,384 予備費 0
使用料及び手数料 164,784,050
諸収入 59,711,808
国庫支出金 3,405,246
合計 1,466,783,251 合計 1,227,063,829

問　東金市外三市町清掃組合　☎0475（55）9131
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行政からの
お知らせ

information

市
民
テ
ニ
ス
大
会

９
月
23
日
に
成
東
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
市
民
テ
ニ
ス
大
会

（
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
）が
開
催
さ
れ
、

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優　
勝　
柳
堀
・
辻
野
ペ
ア（
写
真
中
）

準
優
勝　
鈴
木
・
照
屋
ペ
ア（
写
真
右
）

３　
位　
浦
山
・
篠
原
ペ
ア（
写
真
左
）

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
23
日
に
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
、
決
勝
で
は
地
力
に
勝

る
蓮
沼
メ
ッ
ツ
が
勝
利
し
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

優　
勝　
蓮
沼
メ
ッ
ツ

準
優
勝　
木
原
南
部

３　
位　
山
武
シ
ャ
ー
ク
ス

Ｍ
Ｖ
Ｐ　
岩い

わ

本も
と

玲れ

音お
ん

選
手（
蓮
沼
メ
ッ
ツ
）

第
⓭
回
蓮
沼
地
区
対
抗

�
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月
28
日
、
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

で
蓮
沼
地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
８
地
区
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
若
い
力
が
爆
発
し
た
殿

台
区
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優　
勝　
殿
台
区

準
優
勝　
川
下
区

３　
位　
殿
下
区
・
南
浜
区

Ｍ
Ｖ
Ｐ　
佐さ

藤と
う　
温あ

つ

史し 

選
手

�

（
殿
台
区
）

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

期　
間　
平
成
31
年
１
～
３
月

対　
象　
①
小
学
１
～
４
年
生（
要
保

護
者
付
添
い
）・
②
小
学
５
年
～
中

学
３
年
生

時　
間　
①
毎
週
水
曜
日　
午
後
５
時

30
分
～
７
時
、
②
毎
週
土
曜
日　
午

後
７
時
30
分
～
９
時

場　
所　
成
東
総
合
運
動
公
園

参
加
費　
参
加
人
数
に
よ
っ
て
変
動
す

る
た
め
後
日
連
絡
し
ま
す
。

講　
師　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
テ

ニ
ス
指
導
員
①
鈴
木
②
鈴
木
・
平
野

そ
の
他　
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
あ
り

申
込
方
法　
電
話
申
し
込
み

S�

・
T　
山
武
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部　
平
野

�
K
０
９
０（
１
５
０
４
）０
８
８
８

T　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�
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０
４
７
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８
０
）１
４
６
１

ナ
リ
タ
エ
ア
ポ
ー
ト　
ク
リ
ス
マ

ス・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

今
年
で
24
回
目
を
迎
え
る
成
田
空
港

で
の
ク
リ
ス
マ
ス
。

巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
点
灯
式

や
豪
華
商
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ

れ
ま
す
。、
ま
たm

agical 2（
マ
ジ
カ

ル
マ
ジ
カ
ル
）や
、D

o A
s Infinity

さ

ん
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
な
ど
内

容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

会
場
内
に
は
、

た
く
さ
ん
の
お
店

や
地
元
の
子
ど
も

達
が
か
わ
い
ら
し

く
飾
り
付
け
た
ミ

ニ
ツ
リ
ー
が
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
成
田
空
港
で
一
足
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�　
時　
12
月
８
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
６
時
30
分（
ス
テ
ー
ジ
は
午
前
11

時
開
始
）

場�　

所　

成
田
国
際
空
港
第
２
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
中
央
広
場

T�　
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
事
務
局（
成
田
国
際
空

港
㈱
地
域
共
生
部
内
）

�

☎
０
４
７
６（
３
４
）５
８
５
８

優勝した蓮沼メッツの皆さん

入賞者の皆さん

催
し・募
集
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平
成
㉛
年
度　
医
学
生
・
看
護

学
生
奨
学
金
等
貸
付
者
募
集

市
で
は
、将
来
医
師
・
看
護
師
ま
た
は

助
産
師
と
し
て
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

の
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
医
学
生
・

看
護
学
生
等
に
対
し
、修
学
等
に
必
要

な
奨
学
金
等
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。
選

考
方
法
は
書
類
・
面
接
に
よ
る
審
査
で

す
。
募
集
要
項
、
必
要
書
類
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
医
学
生

申
請
資
格　
市
内
に
５
年
以
上
住
所
を

有
し
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ん
む
医
療

セ
ン
タ
ー
で
診
療
業
務
に
従
事
す
る

意
思
の
あ
る
医
学
部
大
学
生
、
臨
床

研
修
医
、
大
学
院
生（
他
の
奨
学
金

と
の
併
用
不
可
）。

貸
付
額
お
よ
び
募
集
人
数

　
奨
学
金（
月
額
20
万
円
）２
人
以
内

　
大
学
１
～
６
年
生

　
臨
床
研
修
医
ま
た
は
大
学
院
生

　
　

�

う
ち
、
修
学
一
時
金（
一
千
万

円
以
内
）１
人

　
　
大
学
１
～
６
年
生

貸
付
期
間　
貸
付
決
定
の
月
か
ら
大
学

卒
業
、
臨
床
研
修
修
了
ま
た
は
大
学

院
課
程
修
了
ま
で
。

申
請
期
限　
平
成
31
年
３
月
25
日
㈪

奨
学
金
の
償
還
免
除　
貸
付
期
間
と
同

期
間（
１
年
未
満
の
月
数
が
あ
る
と

き
は
こ
れ
を
１
年
と
し
ま
す
）、
医

師
と
し
て
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
た
と
き
、
奨
学
金
の
償
還
お

よ
び
利
息
を
全
額
免
除
し
ま
す（
修

学
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
臨
床
研
修

ま
た
は
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た

月
の
翌
月
か
ら
10
年
以
内
に
償
還
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

◆
看
護
学
生

申
請
資
格　
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
で

看
護
業
務
に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る

看
護
学
生（
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

看
護
師
奨
学
金
制
度
と
併
用
可
）。

奨
学
金　
月
額
５
万
円

貸
付
期
間　
貸
付
決
定
の
月
か
ら
、
看

護
師
等
養
成
施
設
課
程
修
了
の
月
ま

で（
た
だ
し
、
４
年
を
限
度
と
し
、

養
成
施
設
高
等
学
校
の
場
合
は
５
年

を
限
度
と
し
ま
す
）。

募
集
人
数　
看
護
師
・
助
産
師
10
人
以
内

申
請
期
限　
平
成
31
年
２
月
22
日
㈮

奨
学
金
の
償
還
免
除　
看
護
課
程
を
修

了
し
、
看
護
師
免
許
ま
た
は
助
産
師

免
許
を
取
得
後
、
直
ち
に
貸
付
期
間

と
同
期
間（
１
年
未
満
の
月
数
が
あ

る
と
き
は
こ
れ
を
1
年
と
し
ま
す
）、

看
護
師
ま
た
は
助
産
師
と
し
て
さ
ん

む
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
た
と

き
、
奨
学
金
の
償
還
お
よ
び
利
息
を

全
額
免
除
し
ま
す
。

S�

・
T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
３

H�http://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/27/

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー

奨
学
金
等
利
用
希
望
者
募
集

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、医
師
・

看
護
師
・
助
産
師
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
技
師
を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い
る
方
の

学
生
生
活
を
経
済
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
奨
学
金
等
を
貸
し
付
け
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
を
利
用
し

て
、将
来
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

す
る
意
思
の
あ
る
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

S�

・
T　
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）２
５
２
１

H�http://w
w
w
.sanm

u-m
c.jp/

　
　
短
歌
「
左
千
夫
歌
会
・
鈴
の
会
」

波
打
ち
て
穂
孕
む
野
面
の
風
清す

が

し
遠
廻
り
し
て
歩
む
夕
暮
れ�

髙
﨑
ヨ
シ
子

竹
林
を
吹
き
抜
け
る
風
さ
わ
や
か
に
ベ
ン
チ
に
憩
う
昼
の
ひ
と
時�

前
田　

一
夫

色
づ
き
て
散
り
し
に
あ
ら
ず
塩
害
の
落
葉
茶
色
く
う
ち
重
な
り
て�

森　

み
ず
え

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
健
常
者
よ
り
高
く
差
す
胸
板
厚
き
車
イ
ス
の
猛も

者さ�

栗
崎　

耕
三

焙ほ
う

烙ろ
く

に
豆
炒
る
よ
う
な
音
の
し
て
秋
雨
前
線
ま
だ
居
座
り
ぬ�

木
村　

和
子

汚
し
た
る
仕
事
ズ
ボ
ン
は
夜
の
間
に
洗
濯
さ
れ
て
足
下
に
有
り�

池
上　

弘
雄

ま
だ
八
十
も
う
八
十
歳
と
時
々
に
使
い
わ
け
し
て
楽
し
む
私�

大
竹
み
さ
を

開
け
放
つ
十
畳
の
間
に
秋
あ
か
ね
つ
っ
と
入
り
て
つ
っ
と
出
で
た
り�

渡
辺
美
佐
夫

栗
木
の
子
人
参
む
か
ご
炊
き
込
め
ば
「
秋
の
吹
き
寄
せ
」
作
り
手
冥
利�

布
元　

久
江

夏
枯
れ
の
野
に
た
く
ま
し
き
ニ
ラ
の
花
ス
ク
ッ
と
咲
け
り
涼
や
か
な
白�

森　
　

芳
子

二
十
二
歳
差
の
あ
る
姉
の
記
憶
に
は
我
が
知
ら
ざ
り
し
こ
と
多
か
り
き�

遠
藤
千
枝
子
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行政からの
お知らせ

information

さ
ん
む
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

さ
ん
む
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
は
市

と
連
携
し
、
東
京
２
０
２
０
大
会
に
向

け
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
市
民
の
皆
様
方
が
参
加
で
き
る

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１
月
５
日
ス
タ
ー
ト
！

�

初
級
英
会
話
教
室
参
加
者
募
集

初
級
者
向
け
の
英
会
話
ク
ラ
ス
で
す
。

日�　
時　
毎
月
第
１
、
３
土
曜
日
午
後

５
時
30
分
～
７
時（
平
成
31
年
１
月

５
日
～
）

場　
所　
成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ

教　
材　
「
ミ
ラ
ク
ル
３
分
英
会
話
」

講　
師　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
、
日
本
人
各
１
人

参�

加
費　
１
０
０
０
円
／
月（
月
初
支

払
い
）※
教
材
費
別
途
９
５
０
円

S�

・
T　

さ
ん
む
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン

タ
ー
櫻
田

�

☎
０
８
０（
５
０
５
５
）５
６
９
３

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
バ
レ
ン
タ
イ
ン　
沖
縄

成
田
空
港
を
中
心
と
し
た
地
域
に
在

勤
・
在
住
す
る
方
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

期　
日　
平
成
31
年
３
月
９
日
㈯
～
10

日
㈰

募
集
人
数　
男
女
各
20
人

参
加
費　
男
性
４
万

４
８
０
０
円　

女

性
３
万
９
８
０
０

円　
※
１
泊
３
食

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
付

対
象
者　
20
～
45
歳
ま
で
の
独
身
者
で

成
田
空
港
圏
９
市
町
※
の
在
勤
者
ま

た
は
在
住
者
の
方（
女
性
は
在
住
希

望
者
も
可
）

※
成
田
空
港
圏
９
市
町　
成
田
市
・
富

里
市
・
香
取
市
・
山
武
市
・
栄
町
・

神
崎
町
・
芝
山
町
・
横
芝
光
町
・
多

古
町

申
込
開
始
日　
12
月
３
日
㈪

�
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

S�

・
T　

成
田
国
際
空
港
圏
交
流
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
事
務
局（
多
古
町

企
画
政
策
課
内
）

�

☎
０
４
７
９（
７
６
）５
４
０
９

※
土
日
祝
日
年
末
年
始
を
除
く

m
kuukou@

tow
n.tako.chiba.jp

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
講
座

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
講
座

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆「
お
う
ち
パ
ン
」で
ク
リ
ス
マ
ス

国
産
小
麦
粉
使
用
の
お
う
ち
パ
ン
作

り
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

当
日
は
講
師
が

用
意
し
た
生
地
を

焼
き
試
食
で
き
ま

す
。
ま
た
、
自
分

で
作
っ
た
生
地
は

持
ち
帰
り
自
宅
で
焼
き
立
て
パ
ン
が
食

べ
ら
れ
ま
す
。

日　
時　
12
月
８
日
㈯　
午
前
10
時
～

正
午

場　

所　

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

募
集
人
数　
10
組（
１
組
３
～
４
人
）

費　
用　
１
組
５
０
０
０
円（
材
料
代
、

持
ち
帰
り
容
器
代
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、手
拭
き
、タ
オ
ル
、

ふ
き
ん
、ラ
ッ
プ
、保
冷
剤
、保
冷
バ
ッ

グ
講　
師　
シ
ニ
ア
お
う
ち
パ
ン
マ
ス
タ
ー

　
近
藤
智
子
氏

◆
イ
タ
リ
ア
料
理
講
習
会

イ
タ
リ
ア
料
理
店
を
20
数
年
経
営
し

た
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
か
ら
プ
ロ
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
学
べ
る
料
理
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。（
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
付
き
）

日　
時　
12
月
９
日
㈰　
午
前
11
時
～

午
後
１
時

場　

所　

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

募
集
人
数　
12
人

費　
用　
３
０
０
０
円（
材
料
代
、
持

ち
帰
り
容
器
代
）

テ
ー
マ　
牛
ほ
ほ
肉
赤
ワ
イ
ン
煮
込
み

◆
ア
ロ
マ
講
座

�

（
全
３
回
）

香
り
で
体
と
心
と

脳
を
元
気
に
！
大
人

気
の
ア
ロ
マ
講
座
で

す
。

第
１
回　
１
月
17
日

㈭
　
テ
ー
マ　
冬
の
風
邪
予
防
の
ア
ロ
マ

第
２
回　
２
月
21
日
㈭

　
テ
ー
マ　
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
る
ア
ロ
マ　
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
ブ
レ
ン
ド
オ
イ
ル
つ
く
り

第
３
回　
３
月
22
日
㈮

　
テ
ー
マ　
脳
を
元
気
に　
認
知
症
予

防
ア
ロ
マ　
昼
の
香
り
と
夜
の
眠
れ

る
香
り
つ
く
り

各
回
と
も
午
前
10
～
11
時
30
分

費　
用　
各
回
材
料
費
１
５
０
０
円

募
集
人
数　
各
回　
10
人

募
集
期
限　
12
月
20
日
㈭

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー　
３
階

会
議
室

S�

・
T　

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー　
３
階

総
合
受
付

�

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

H�https://www.hasunumakouryucenter.
com/

in
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　　　　○公共施設○
施設・業務名 最終業務日 業務開始日

市役所
（出生届・死亡届などは12月
29日～1月3日も受け付けます）

12月28日㈮ 1月4日㈮

出張所 12月28日㈮ 1月4日㈮
文化会館
（成東文化会館・さん
ぶの森文化ホール）

12月27日㈭ 1月5日㈯

図書館 12月28日㈮ 1月5日㈯
歴史民俗資料館 12月28日㈮ 1月4日㈮
成東中央公民館 12月28日㈮ 1月4日㈮
蓮沼公民館 12月28日㈮ 1月4日㈮
松尾公民館 12月28日㈮ 1月4日㈮
スポーツ施設 12月28日㈮ 1月4日㈮
国保日向診療所 12月28日㈮ 1月4日㈮
さんぶの森元気館 12月27日㈭ 1月5日㈯
蓮沼健康増進室 12月28日㈮ 1月4日㈮

施設・業務名 最終業務日 業務開始日
基幹バス
乗合タクシー 12月28日㈮ 1月4日㈮

グリーンタワー 12月28日㈮ 1月4日㈮
し尿収集業務 12月28日㈮ 1月4日㈮
火葬業務 12月31日㈪ 1月4日㈮
※�し尿処理について年内に臨時の収集を希望する
場合は、12月 14日㈮までにご連絡ください。

T　し尿収集業務　環境アクアプラント☎ 0475(54)0531
　　火葬業務　　　広域斎場　☎ 0475(55)6360

年末年始のリサイクル倉庫
倉庫場所 最終開放日 開放開始日

山武市役所 閉鎖日はありません

山武出張所
松尾出張所
蓮沼出張所

12月28日㈮ 1月4日㈮

　　　○ごみ収集○
T　環境保全課　☎ 0475(80)1161
◇成東地域にお住まいの方
○ごみ集積場での収集

収集品目 年末最終日 年始開始日

可燃ごみ
12月31日㈪ま
での各地区指
定曜日

１月4日㈮
から通常の
回収となり
ます。

資源ごみ
12月28日㈮
までの各地区
指定曜日

不燃ごみ
12月22日㈯
までの各地区
指定曜日

※収集は、各地区指定曜日までです。

○粗大ごみの戸別収集
S　東金市外三市町環境クリーンセンター 

粗大ごみ受付　☎ 0475(50)5301

収集地区 年内回収の
受付締切日

年始開始の
受付日

緑海・鳴浜 12月19日㈬
1月4日㈮大富・南郷 12月19日㈬

成東 12月20日㈭
※�上記締切日以降または回収の申込件数が50件以上
になった場合は、１月４日㈮以降の回収となります。
○粗大ごみの持込み（自己搬入）
T　東金市外三市町環境クリーンセンター　

自己搬入受付　☎ 0475(55)9141
年末最終日 12月28日㈮ 年始開始日 １月8日㈫
※�年末は混雑が予想されますので、自己搬入はお早
めにお願いします。

◇山武、松尾、蓮沼地域にお住まいの方
○ごみ集積場での収集
＜可燃ごみの収集＞

地域名 年末最終日 年始開始日
松尾地域 12月28日㈮ １月４日㈮
山武地域 12月29日㈯ １月５日㈯
蓮沼地域 12月31日㈪ １月７日㈪

＜不燃・資源・有害ごみの収集＞
地域名 年末最終日 年始開始日
松尾地域 12月24日㈪ １月14日(月・祝)
山武地域 12月17日㈪ １月７日㈪
蓮沼地域 12月24日㈪ １月14日(月・祝)

○粗大ごみの自宅収集
S　山武郡市環境衛生組合　☎ 0479(86)3516
回収日の前日までに電話申し込みしてください。

地域名 年末最終回収日 年始開始日
松尾地域 12月28日㈮ １月18日㈮
山武地域 12月21日㈮ １月11日㈮
蓮沼地域 12月28日㈮ １月18日㈮

○粗大ごみの持込み（自己搬入）
S　山武郡市環境衛生組合　☎ 0479(86)3516
持ち込む当日に電話申し込みしてください。
年末最終日 12月28日㈮ 年始開始日 １月4日㈮

年  末  年  始 の業務日程
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　 Child-nurturing    column

す
ば
ら
し
い
一
日
の
予
感

毎
朝
、
グ
ラ
ン
ド
、
体
育
館
、
校

舎
か
ら
部
活
動
に
励
む
子
ど
も
た
ち

の
「
校
長
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
い
う
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
そ
の
声
と
一
緒
に
、
子
ど
も

た
ち
の
素
敵
な
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま

す
。
私
は
こ
の
挨
拶
を
聞
く
と
、
今
日

も
す
ば
ら
し
い
一
日
が
始
ま
る
予
感
が

し
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

こ
の
朝
の
挨
拶
、「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
た
っ
た
一
言
が
、
ま
さ
に

人
と
人
と
の
心
を
繋
ぎ
、
そ
の
日
一
日

の
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
人
と
人

と
の
関
わ
り
・
慈
し
み
・
思
い
や
り
の

原
点
は
、
言
葉
の
や
り
取
り
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
始
ま
り
は
ま
ず
挨
拶

で
、
昔
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
挨
拶
は
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
入
り
口
で
あ
り
、
無
意
識
の

う
ち
に
互
い
の
存
在
を
認
め
、
人
権
を

尊
重
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
も
と
て
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

美
し
い
言
葉
と
は

挨
拶
を
交
わ
し
合
う
こ
と
で
誰
も
が

清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「
あ
り
が
と
う
」「
す
み
ま
せ
ん
」「
は
い
」

な
ど
の
感
謝
の
心
や
素
直
な
気
持
ち
を

表
す
言
葉
も
と
て
も
大
切
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
は
多
く
の
人
が
美

し
い
言
葉
と
い
い
ま
す
が
、
同
じ
言
葉

で
あ
っ
て
も
、
狭
い
道
で
す
れ
違
う
際

に
譲
っ
た
一
瞬
の
出
来
事
で
の
「
あ
り

が
と
う
」
と
、
長
い
時
間
を
か
け
一
生

懸
命
に
人
の
た
め
に
行
動
し
た
あ
と
の

感
謝
の
「
あ
り
が
と
う
」
は
重
み
が
違

い
ま
す
。
し
か
し
、
感
謝
す
る
気
持
ち

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
言
葉
で
あ
っ

て
も
そ
の
意
味
や
価
値
は
、
そ
の
行
為

と
言
葉
が
一
致
し
て
感
じ
ら
れ
た
時
、

そ
の
深
さ
や
美
し
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

美
し
い
言
葉
は
、
一
人
一
人
が
相
手
を

思
い
や
り
、
温
か
い
気
持
ち
で
話
を
し

て
い
く
こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で

す
。
人
が
言
葉
を
発
す
る
時
、
気
持
ち

が
こ
も
り
、
心
か
ら
出
た
言
葉
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
た
時
、
心
を
打
つ
も
の

が
あ
り
ま
す
。
借
り
物
の
う
わ
べ
の
言

葉
で
は
な
く
、
自
分
の
心
か
ら
出
た
言

葉
に
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

自
立
に
向
け
て

本
校
の
子
ど
も
た
ち
の「
○
○
先
生
、

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
挨
拶
は
、

「
今
日
も
元
気
で
頑
張
る
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
気
持
ち
の

こ
も
っ
た
挨
拶
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
校
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
め
ざ

す
大
き
な
四
つ
の
柱
、「
挨
拶
、
返
事
、

掃
除
、
歌
声
」
が
あ
り
ま
す
。

私
は
中
学
校
生
活
の
中
で
大
切
な
こ

と
は
「
人
生
を
切
り
拓
く
力
」
を
つ
け

る
こ
と
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
は
子
ど
も
た
ち
が
自
立
す

る
こ
と
で
あ
り
、
自
立
す
る
た
め
に
は
二

つ
の
力
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
見
え
る
力
と
見
え
な
い
力

で
す
。
見
え
る
力
と
は
、
数
値
化
で
き

る
力
で
す
。
往
々
に
し
て
、
学
校
の
評

判
や
評
価
は
見
え
る
も
の
で
測
定
さ
れ

る
の
で
、「
学
校
の
見
え
る
力
」
は
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

本
当
は
見
え
な
い
力
に
支
え
ら
れ
て
こ

そ
、
見
え
る
力
が
つ
い
て
く
る
も
の
だ

と
考
え
ま
す
。

社
会
は
急
激
に
発
展
し
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
生
身

の
心
を
持
っ
た
人
間
と
し
て
、
意
識
し

て
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
生
活
の
基
本
と
も
い
え

る
「
挨
拶
」
の
大
切
さ
と
重
要
性
を
こ

れ
か
ら
も
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
挨
拶
」
は
人
と
人
の
心
を
繋
ぎ
、

人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の

懸
け
橋
な
の
で
す
。

「
さ
よ
う
な
ら
！
」「
気
を
つ
け
て
帰

ろ
う
」「
は
い
！
」

今
日
も
、
子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
の

気
持
ち
を
繋
ぐ
さ

わ
や
か
な
挨
拶
が

グ
ラ
ン
ド
や
校
門

か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
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子
育
て
コ
ラ
ム

「
挨あ

い

拶さ
つ

」は
心
と
心
を
繋
ぐ
懸
け
橋
！

山
武
市
立
成
東
中
学
校
長

井
上
　
博
文


